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脳神経外科領域での rekonstru】ctiveChirurgie 
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脳神経外科という領域に入って13年自になる．このうちの 7年強は京大脳神経外科教室の半田教

授の御支援を受けて， Zurichで修業させていただき，最近 Heimatklinikk帰ってきた．この12

～13年というのは， N eurochirurgie にとって，かなりの変革があったと思われる．入局した昭

和40年頃は，一口に言えば destruktive Chirurgieが主流であった様に思われる．腫虜をとるのに

Lobektomieが盛んに行われた事，stereotaktische Chirurgieが盛んであった事，又，脳血管

障害では， Aneurysmalζ対する肉眼的手術で大切な血管を損傷する様な事がなきにしもあらずと

いう事で，特l乙Verschlusskrankheitlζは，今から考えると手も足も出なかったと思われる．

しかし， 1960年頃から Jacobson等の努力で Mikrochirurgieが勃興し， 1960年代の終りにな

ると私の Zurichの師であった Y時argil等の努力により Mikrochirurgieが Neurochirurgie 

l乙定着した.Mikrochirurgieが定着してくると， Lobektomieを避けて，腫場のみ摘出，下垂体

であれば経鼻的l乙Adenomのみの摘出等が可能になってきた.Aneurysmaの手術成績も飛躍的

lζ向上した．即ち，健康な部分は，出来るだけ保存出来るのである.Verschlusskrankheit に対

しては， Endarterektomie或いは Bypassの手術が小さい血管に sicherIC.行いうる様になっ

た.1967年， Y碍argil,Donaghy により開発された A.temporalis superficialis (ST A)-A. 

cerebri media (MCA) Bypassは，菊池晴彦先生（大阪北野病院神経外科部長）が，日本lζ1970

年に紹介されてから Ischemiel乙対する手術として，日本lこも定着した．この手術は， 1967年以

来，全世界で2000例行なわれてい ると言 う.V. saphenaを用いての langerBypassも徐々に

沢山行なわれる様になるであろう．

Mikrochirurgieは，更に Nervennahtを確実にし N.suralisの自家移植の Technik等も

開発され， Nervenverletzungにもずっと希望が持てる様になった．私は Zurichで Kieferchi-

rurgiの Prof.Obwegeserの仕事を手伝う機会を得た.kraniofaciale rekonstruktive Chiru・

rgieは， KieferchirugieNeurochirurgie ORL-Chirurgieが各々自分のもっている技術，知識

を出し合って20時間Kも及ぶ手術を行うのである.Mikrochirurgieはこの様な手術も sicherにす

る.rekonstruktive Chirurgieは予防的な意味合いを持つものが多く，手術をする時の患者さん

の状態が普段の生活をするのにさしっかえない様な事が多いので，術後もこの状態を悪化させる事

は許されない．術者には，高度の訓練による技術が要求される．多くやればやるほど，手術はきれ

いに，安全に行われ，時間も短縮されるという“carpenter”的な要素は， rekonstruktiveChi-

rurgie には更につきまと う． しかしながら，こ ういう手術の学問的裏付け， 或いは， 各科の協同

作業は，大学病院では，やりやすいと思われる．以下に紹介する写真は，rekonstruktiveChi-

rurgieの典型例であり，話題提供に提示したい．
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Fig. 1 a （前後） Fig. 1 ~ （側面）

中大脳動脈（MCA）閉塞（前後面のtl) 1711. 日I後．中大脳動脈は， 浅側頭動

脈（STA）により血流をうけている．？は吻合部．
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Fig. 2 a （術前） Fig. 2 b （術後）

kraniofaciale rekonstruktive Chirurgieの術前，術後．


